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助
成
業
務

助

成

業

務

　

助
成
業
務
で
は
、
補
助
事
業
、
貸
付
事
業
、

受
配
者
指
定
寄
付
金
事
業
、
学
術
研
究
振
興

基
金
事
業
、
経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業
、

助
成
事
業
の
六
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
十
三
年
度
の
助
成
勘
定
に
お
け
る
損
益

の
状
況
は
図
の
と
お
り
で
す
。

補
助
事
業

― 

六
三
〇
法
人
に
三
、
三
九
三
億
八
、

　

一
一
二
万
円
を
交
付
―

　

国
か
ら
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
交

付
を
受
け
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
、
大
学
等

を
設
置
し
て
い
る
学
校
法
人
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

私
学
事
業
団
の
業
務
報
告
及
び
決
算

私
学
事
業
団
の
業
務
報
告
及
び
決
算

　

私
学
事
業
団
の
助
成
業
務
と
共
済
業
務
に
お
け
る
平
成
二
十
三
年
度
の
業
務
報
告
及
び
決
算

の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
決
算
は
文
部
科
学
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
後
、
官
報
に

公
告
し
、
ま
た
、
私
学
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼
財
務
情
報
▼
決
算
等
の
公
告
に
掲
載
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

二
十
三
年
度
の
補
助
事
業
計
画
三
、
三
九

三
億
八
、
一
一
二
万
円
に
対
し
、
同
額
を
六

三
〇
法
人
、
八
八
九
校
に
交
付
し
ま
し
た
。

※ 

補
助
事
業
の
詳
細
は
、
本
誌
四
月
号
（
Vol.

一
七
二
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

貸
付
事
業

― 

一
二
三
法
人
に
六
〇
一
億
五
、
一
九
〇
万

円
を
貸
付
―

　

学
校
法
人
等
に
対
し
、
設
置
す
る
私
立
学

校
の
施
設
設
備
等
に
要
す
る
資
金
、
そ
の
他

経
営
に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
十
三
年
度
の
貸
付
事
業
計
画
額
一
、
四

三
六
億
五
、
四
〇
四
万
円
に
対
し
、
貸
付
実

績
額
は
六
〇
一
億
五
、一
九
〇
万
円
で
し
た
。

貸
付
金
の
財
源
は
、
政
府
出
資
金
二
八
一
億

六
、
六
〇
四
万
円
、
財
政
融
資
資
金
一
四
五

億
円
、
私
学
振
興
債
券
五
〇
億
円
、
貸
付
回

収
金
等
一
二
四
億
八
、
五
八
六
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
度
末
の
貸
付

金
残
高
は
六
、
〇
三
六
億
五
、
六
一
三
万
円

と
な
り
ま
し
た
（
表
２
）。

受
配
者
指
定
寄
付
金
事
業

―
一
五
二
億
七
八
四
万
円
を
受
入
―

　

私
立
学
校
の
教
育
と
研
究
の
振
興
の
た
め

に
企
業
等
か
ら
寄
付
金
を
受
け
入
れ
、
こ
れ

を
寄
付
者
が
指
定
し
た
学
校
法
人
に
配
付
し

て
い
ま
す
。

　

二
十
三
年
度
の
受
入
計
画
額
一
四
〇
億
円

に
対
し
、
受
入
実
績
額
は
一
五
二
億
七
八
四

万
円
で
し
た
。
こ
れ
に
、
前
年
度
か
ら
の
繰

越
額
を
加
え
た
二
五
八
億
三
、
九
二
五
万
円

が
学
校
法
人
に
対
す
る
配
付
の
財
源
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
寄
付
金
の
配
付
実

績
額
は
一
三
六
億
三
、七
七
九
万
円
と
な
り
、

財
源
と
の
差
額
一
二
二
億
一
四
六
万
円
を
次

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
の

繰
り
越
し
は
、
年
度
末
に
受
け
入
れ
た
寄
付

金
の
配
付
が
翌
年
度
以
降
と
な
っ
た
こ
と
が

要
因
で
す
（
表
３
）。

表１　学校種別の補助金交付状況

区　　分 学　校
総　数

交　付
学校数

補助金
総　額

補助金の平均額

１　校
当たり

学生１人
当たり

大　　学
校 校 百万円 百万円 千円
600 560 311,527 556 167 

短期大学 363 326 27,288 84 199 

高等専門
学　　校 3 3 567 189 298 

計 966 889 339,381 382 170 

※ 単位未満の端数を四捨五入しているため、合計が一致しないこと
があります。

表２　貸付事業実績

区　　　分
貸　付　実　績

件　数 金　額

一 般 施 設 費
件 百万円
78 27,327 

教育環境整備費 41 4,981 

災 害 復 旧 費 27 6,129 

公 害 対 策 費 0 0 

特 別 施 設 費 10 21,715 

合　　　計 156 60,152 

表３　寄付金の受入・配付状況
区　　分 実績額

前　年　度　繰　越　金　A
百万円
10,631 

受　入　額

一　般　寄　付 15,133 

現　物　寄　付 75 

　　　計　　B 15,208 

合　　　計 　　A +B =C 25,839 

配　付　額

一　般　寄　付 13,563 

現　物　寄　付 75 

　　　計　　D 13,638 

翌　年　度　繰　越　金　C－D 12,201 

※ 単位未満の端数を四捨五入しているため、合計が
　一致しないことがあります。

図　助成勘定の損益状況（単位：億円）

その他　28 収益　3,678

補助金等収益
3,394

当期総利益　2
一般管理費　1  

貸倒引当金繰入　6 費用　3,678

交付補助金
3,394

借入金
利息
84

貸付金利息
118

寄附金収益
138

配付寄附金
136

人件費　9 
その他　45
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学
術
研
究
振
興
基
金
事
業

―
九
四
研
究
に
一
億
二
、
九
五
〇
万
円
を
交
付
―

　

学
術
研
究
振
興
基
金
に
広
く
一
般
か
ら
寄

付
金
を
受
け
入
れ
、
そ
の
基
金
運
用
益
を
学

術
研
究
振
興
資
金
と
し
て
私
立
大
学
等
の
優

れ
た
学
術
研
究
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

学
術
研
究
振
興
基
金
の
二
十
三
年
度
の
受

入
計
画
額
六
〇
〇
万
円
に
対
し
、
受
入
実
績

額
は
三
五
三
万
円
で
し
た
。
昭
和
五
十
年
度

創
設
の
本
基
金
の
二
十
三
年
度
末
保
有
額
は

五
三
億
八
、六
六
二
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
術
研
究
振
興
資
金
の
二
十
三
年
度
の
交
付

計
画
額
一
億
三
、
〇
〇
〇
万
円
に
対
し
、
九

四
研
究
に
一
億
二
、
九
五
〇
万
円
を
交
付
し

ま
し
た
（
表
４
）。

経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業

―
私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
―

① 　

私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関

す
る
情
報
収
集
・
提
供

　
「
学
校
法
人
基
礎
調
査
」
等
に
よ
り
学
校

法
人
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関
す
る
情
報

収
集
を
行
い
、
学
校
法
人
及
び
関
係
者
に
対

し
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

二
十
三
年
度
は
、
大
学
・
短
期
大
学
法
人

の
理
事
長
、
学
長
等
の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
と

し
て
、
経
営
面
・
教
学
面
の
知
識
を
深
め
、

改
革
に
向
け
た
意
欲
形
成
を
図
る
た
め
の
私

学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
五
会
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
等
の
連
携
・
共
同
の
戦
略
的

な
事
例
を
中
心
に
、
大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
学
校
の
教
育
条
件
や
経
営
の
改
善
の
具
体

的
事
例
を
現
地
訪
問
等
に
よ
り
詳
細
に
調
査

し
、「
戦
略
的
な
連
携
・
共
同
事
例
集
」
を

作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
十
一
事
例
を
掲

載
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
全
国
の
私
立
学
校
の
財
政
状
況

を
集
計
し
た
「
今
日
の
私
学
財
政
（
大
学
・

短
期
大
学
編
）」
他
を
発
行
し
ま
し
た
。

② 　

私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関

す
る
調
査
・
研
究
、
指
導
・
助
言

　

学
校
法
人
の
依
頼
に
応
じ
て
、
経
営
改
善

計
画
の
作
成
支
援
、
学
生
募
集
、
人
件
費
削

減
等
の
経
営
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
分
析
資

料
を
提
供
し
た
上
で
、
学
校
法
人
の
役
員
・

教
職
員
と
本
事
業
団
の
職
員
が
意
見
交
換
を

行
う
面
談
形
式
の
経
営
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
営
相
談
以
外
に
も
会
計
処
理
等

の
質
問
や
財
務
分
析
等
の
簡
易
な
要
望
事
項

に
対
し
て
電
話
・メ
ー
ル
等
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

二
十
三
年
度
は
、
学
校
法
人
の
経
営
の
状

況
と
見
通
し
を
よ
り
精
緻
に
分
析
・
診
断
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
経
営
判
断
指
標
の

精
緻
化
」
を
行
い
、
同
内
容
の
解
説
を
「
私

立
学
校
運
営
の
手
引
き
㈠
私
学
の
経
営
分
析

と
経
営
改
善
計
画
（
平
成
二
十
四
年
三
月
改

訂
版
）」
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

助
成
事
業

―
一
億
円
を
私
学
研
修
福
祉
会
へ
助
成
―

　

助
成
勘
定
の
前
年
度
利
益
金
を
財
源
と
し

て
、
私
立
学
校
教
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図

る
た
め
に
財
団
法
人
私
学
研
修
福
祉
会
（
二

十
四
年
四
月
一
日
か
ら
一
般
財
団
法
人
）
が

行
う
研
修
事
業
に
対
す
る
助
成
金
の
交
付
、

及
び
私
立
学
校
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
充
実

を
図
る
た
め
に
本
事
業
団
の
長
期
給
付
事
業

（
既
年
金
者
年
金
増
額
費
及
び
長
期
給
付
整

理
資
源
）
を
対
象
と
し
て
長
期
勘
定
へ
の
繰

り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
十
三
年
度
の
計
画
額
は
、
助
成
金
の
交

付
一
億
円
、
長
期
勘
定
へ
の
繰
り
入
れ
七
、

〇
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
助
成

金
の
交
付
実
績
は
同
額
、
長
期
勘
定
へ
の
繰

り
入
れ
実
績
は
一
億
円
で
し
た（
表
５
、６
）。

表４　学術研究振興資金 分野別交付状況

分　　　野 件数 交付額 分　　　野 件数 交付額

医　　　学
件 千円

法　　　学
件 千円

20 53,500 2 2,400

環 境 科 学 3 3,300 経　済　学 8 8,800

理　　　学 3 4,100 家　政　学 2 2,200

工　　　学 4 6,900 体　育　学 4 2,200

農　　　学 6 15,600 教　育　学 4 2,800

文　　　学 18 17,700 若手研究者
奨　励　金 20 10,000

合　　　計 94 129,500

表５　助成金の交付状況

区　　　分 金　　　額

助　成　金
千円

100,000 

表６　長期勘定への繰入状況

区　　　分 金　　　額

長期勘定へ繰入
千円

100,000 

23年度に発行した刊行物
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共

済

業

務

　

共
済
業
務
で
は
、
短
期
給
付
事
業
、
長
期

給
付
事
業
及
び
福
祉
事
業
（
保
健
・
医
療
・

宿
泊
・
貯
金
・
貸
付
の
各
事
業
）
の
三
つ
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

加
入
者
数
・
標
準
給
与
・
標
準
賞
与

　

二
十
三
年
度
末
の
加
入
者
数
は
五
一
七
、

六
〇
七
人
と
な
り
、
表
１
の
と
お
り
、
前
年

度
末
よ
り
七
、
七
五
三
人
増
加
し
ま
し
た
。

　

掛
金
の
算
定
基
礎
と
な
る
標
準
給
与
の
平

均
月
額
及
び
標
準
賞
与
の
平
均
年
額
は
、
そ

れ
ぞ
れ
表
２
、
３
の
と
お
り
で
す
。

短
期
給
付
事
業

―
介
護
分
掛
金
率
を
引
き
上
げ
ま
し
た
―

　

加
入
者
や
被
扶
養
者
の
病
気
や
ケ
ガ
・
出

産
・
死
亡
・
休
業
・
災
害
な
ど
に
か
か
る
給

付
の
ほ
か
、
介
護
保
険
制
度
に
か
か
る
介
護

納
付
金
や
高
齢
者
医
療
制
度
に
か
か
る
支
援

金
な
ど
の
納
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
十
三
年
度
の
給
付
費
は
一
、
二
四
四
億

円
で
、
前
年
度
よ
り
約
五
・
〇
％
増
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
納
付
金
が
増
額
に
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
介
護
分
掛
金
率
を
〇
・
〇

六
六
ポ
イ
ン
ト
引
き
上
げ
、
〇
・
九
八
四
％

に
改
定
し
ま
し
た
（
損
益
状
況
は
図
１
）。

長
期
給
付
事
業

―
年
金
者
数
は
三
九
万
人
―

　

退
職
共
済
年
金
・
障
害
共
済
年
金
・
遺
族

共
済
年
金
な
ど
の
給
付
の
ほ
か
、
基
礎
年
金

拠
出
金
な
ど
の
納
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
十
三
年
度
の
給
付
費
は
二
、
七
一
八
億

円
、
年
度
末
の
年
金
者
数
は
三
八
九
、
一
二

七
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
十
三
年
度
に
生
じ
た
七
三
億
円
の
利
益

金
は
、
将
来
の
年
金
支
給
の
た
め
に
積
み
立

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す（
損
益
状
況
は
図
２
）。

※
年
金
積
立
金
の
運
用
結
果
は
、
12
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
事
務
費
な
ど

―
事
務
費
分
掛
金
率
を
引
き
下
げ
ま
し
た
―

　

短
期
給
付
事
業
と
長
期
給
付
事
業
の
事
務

に
要
す
る
費
用
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

収
益
は
三
六
億
円
と
な
り
、
そ
の
う
ち
国

庫
補
助
金
と
し
て
二
億
九
、
〇
〇
〇
万
円
が

補
助
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
加
入
者
及
び
学

校
法
人
等
の
掛
金
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
事
務
費
分
掛
金
率
を
〇
・
〇
五
ポ
イ
ン

ト
引
き
下
げ
、〇
・
一
一
％
に
改
定
し
ま
し
た
。

　

短
期
給
付
や
長
期
給
付
の
決
定
、
加
入
者

の
資
格
取
得
・
喪
失
・
標
準
給
与
の
改
定
や

掛
金
額
の
調
定
な
ど
の
事
務
に
要
す
る
費
用

は
四
一
億
円
と
な
り
ま
し
た
（
損
益
状
況
は

図
３
）。

保
健
事
業

―
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
実
施
―

　

加
入
者
や
被
扶
養
者
の
健
康
の
保
持
増
進

を
目
的
に
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
、
人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
用
補
助
、
契
約
施

設
の
割
引
事
業
な
ど
の
保
健
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

二
十
三
年
度
の
保
健
事
業
費
は
二
八
億
円

表１　加入者数

22年度末 23年度末
対前年度増△減

人数 伸び率
509,854人 517,607人 7,753人 1.53%

表２　標準給与平均月額

22年度末 23年度末
対前年度増△減

金額 伸び率
378,776円 377,432円 △ 1,344円 △ 0.35％

表３　標準賞与平均年額

22年度末 23年度末
対前年度増△減

金額 伸び率
1,403,232円 1,380,074円 △ 23,158円 △ 1.65％

＊ 年度末者にかかる当年度内に支給された標準賞与の総額を年度末者数で除し
て得た数値です。

支払準備金戻入・
その他　103

介護掛金収入　174

当期総損失　139

介護納付金　176

支払準備金繰入・
その他　105

収益
2,236

費用
2,375

掛金収入　1,959

支援金等
850給付費　1,244

図１　短期給付事業の損益状況（単位：億円）

その他　48

当期総利益　73

費用
5,142

収益
5,215

運用収入　404

給付費　2,718 拠出金　2,376

掛金収入　3,549 補助金
1,163

交付金・その他　99

図２　長期給付事業の損益状況（単位：億円）

補助金 ・ その他　3

当期総損失　5

一般管理経費・その他　25費用
41

収益
36

人件費　16

掛金収入　33

図３　その他事務費等の損益状況（単位：億円）
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で
し
た
。そ
の
う
ち
、主
な
も
の
は
人
間
ド
ッ

ク
利
用
費
用
補
助
で
、
保
健
事
業
費
の
約
五

一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
康

診
査
等
の
給
付
費
に
三
億
二
、〇
〇
〇
万
円
、

医
療
経
理
と
宿
泊
経
理
へ
の
繰
入
金
に
三
五

億
円
を
支
出
し
ま
し
た
（
図
４
）。

※ 

福
祉
分
の
掛
金
収
入
は
保
健
経
理
で
受
け

入
れ
、
医
療
経
理
・
宿
泊
経
理
へ
資
金
の

繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
事
業

―
入
院
・
外
来
と
も
利
用
者
数
は
増
加
―

　

東
京
臨
海
病
院
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

二
十
三
年
度
の
利
用
状
況
は
、
入
院
が
一

〇
六
、
五
八
五
人
（
対
前
年
度
比
五
・
〇
％

増
）、
外
来
が
二
二
六
、
五
四
六
人
（
対
前

年
度
比
一
・
八
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
は
、
医
療
事
業
収
入
が
患
者
数
の
増

加
な
ど
か
ら
前
年
度
よ
り
二
億
円
増
加
し
九

一
億
円
と
な
り
、
費
用
は
、
患
者
数
増
加
に

よ
る
医
療
事
業
費
の
増
加
な
ど
か
ら
前
年
度

よ
り
一
億
円
増
加
し
、
一
〇
一
億
円
と
な
り

ま
し
た
（
図
５
）。

宿
泊
事
業

―
加
入
者
の
た
め
の
直
営
施
設
を
運
営
―

　

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
や
宿
泊
所
・
保
養
所
を

全
国
一
六
か
所
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
事
業
収
入
は
利
用
人
数
の
減
少
な
ど

か
ら
前
年
度
よ
り
二
億
円
減
少
し
て
九
一
億
円
、

宿
泊
事
業
費
は
経
費
節
減
な
ど
か
ら
二
億
円

減
少
し
て
四
一
億
円
と
な
り
ま
し
た
（
図
６
）。

貯
金
事
業

―
三
事
業
と
も
加
入
者
数
は
増
加
―

　

積
立
貯
金
、
積
立
共
済
年
金
及
び
共
済
定

期
保
険
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

積
立
貯
金
の
年
度
末
の
加
入
者
は
一
八

二
、
〇
六
〇
人
、
貯
金
残
高
は
八
、
九
五
九

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
積
立
共
済
年
金
の

加
入
者
は
三
三
、
三
〇
九
人
、
共
済
定
期
保

険
の
加
入
者
は
五
八
、
〇
一
三
人
と
な
り
ま

し
た
（
損
益
状
況
は
図
７
）。

貸
付
事
業

―
貸
付
残
高
は
七
〇
九
億
円
―

　

二
十
三
年
度
の
加
入
者
貸
付
の
決
定
件
数

は
五
、
四
九
七
件
（
対
前
年
度
比
四
七
一
件

減
）、
決
定
金
額
は
一
〇
四
億
円
（
対
前
年

度
比
一
〇
億
円
減
）
と
、
件
数
・
金
額
と
も

減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
貸
付
け
よ
り
も
償
還
さ
れ
る

金
額
が
上
回
っ
た
た
め
に
、
年
度
末
の
貸
付

残
高
は
前
年
度
末
よ
り
も
八
二
億
円
減
少
し
、

七
〇
九
億
円
と
な
り
ま
し
た
（
損
益
状
況
は

図
８
）。

人間ドック利用費用補助　14.1
特定健診等給付費　　　　13.2 ][

その他　4

その他　12

当期総利益　2

繰入金　35費用
75

収益
77

保健事業費　28

掛金収入　73

図４　保健事業の損益状況（単位：億円）

その他　3

当期総利益　9

人件費　39

業務経費　22

費用
101

収益
110

医療事業費
24

医療事業収入　91

保健経理からの受入金　16

減価償却費・その他　16

図５　医療事業の損益状況（単位：億円）

その他　6  
［当期総損失　0.2含む］

人件費
24

業務経費
36

費用
117

収益
117

宿泊事業費
41

宿泊事業収入　91

保健経理からの受入金　20

減価償却費・その他　16

図６　宿泊事業の損益状況（単位：億円）

当期総利益　34

業務経費・その他　1

費用
63

収益
97

貯金事業費　62

貯金事業収入　97

当期総利益　1

貸倒引当金繰入 ・その他　4

費用
20

収益
21

貸付事業費　16

貸付事業収入　18

貸倒引当金戻入 ・その他　3

図７　貯金事業の損益状況（単位：億円）図８　貸付事業の損益状況（単位：億円）
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は 

じ 

め 

に

　

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二

十
四
年
度
学
校
法
人
基
礎
調
査
か
ら
、
私
立

大
学
及
び
短
期
大
学
の
入
学
志
願
動
向
を
集

計
し
ま
し
た
。
結
果
は
「
平
成
二
十
四
年
度

私
立
大
学
・
短
期
大
学
等
入
学
志
願
動
向
」

に
ま
と
め
、
八
月
下
旬
に
各
学
校
法
人
に
送

付
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
二
十
三
年
度
と
二
十
四
年
度

の
志
願
倍
率
（
志
願
者
数
／
入
学
定
員
）
と

入
学
定
員
充
足
率（
入
学
者
数
／
入
学
定
員
）

の
状
況
、
学
校
所
在
地
の
地
域
別
の
動
向
、

最
近
十
年
間
の
定
員
未
充
足
状
況
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　

通
信
教
育
と
学
生
募
集
を
停
止
し
た
学

校
・
学
部
・
学
科
は
除
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
詳
し
く
は
、
私
学
事
業
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
▼
助
成
業
務
▼
経
営
支
援
・
情
報
提

供
▼
私
立
大
学
・
短
期
大
学
等
入
学
志
願
動

向
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

大
学
の
概
況
（
表
１
）

　

二
十
四
年
度
の
集
計
学
校
数
は
五
七
七
校

と
、
前
年
度
よ
り
五
校
増
加
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
比
べ
て
志
願
者
数
は
約
一
万

一
、
七
〇
〇
人
、
受
験
者
数
は
約
一
万
六
、

平
成
二
十
四
年
度

私
立
大
学
・
短
期
大
学
等
入
学
志
願
動
向

し
、
北
海
道
、
関
東
、

千
葉
、
神
奈
川
、
甲

信
越
、
東
海
、
愛
知
、

近
畿
、
京
都
、
中
国
、

広
島
に
お
い
て
は
志

願
倍
率
が
上
昇
し
、

兵
庫
に
お
い
て
は
入

学
定
員
充
足
率
が
上

昇
し
ま
し
た
。

○
定
員
未
充
足
状
況

　
（
図
１
）

　

最
近
十
年
の
状
況

を
見
る
と
、
十
五
年

度
は
、
入
学
定
員
充

足
率
が
一
〇
〇
％
未

六
〇
〇
人
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
定

員
の
約
二
、
八
〇
〇
人
の
増
加
に
対
し
、
入

学
者
数
は
約
七
、一
〇
〇
人
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、入
学
定
員
充
足
率
は
一
〇
四
・

一
九
％
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
二
・
二

〇
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
ま
し
た
。

○
地
域
別
の
動
向
（
表
２
）

　

前
年
度
と
比
較
し
て
、
北
陸
の
地
域
で
志

願
倍
率
と
入
学
定
員
充
足
率
が
と
も
に
上
昇

表１　大学の概況
区　　　分 23年度 24年度 増　減
集計学校数 572校 577校 5校

入 学 定 員 452,997人 455,790人 2,793人
（0.6%）

志　願　者 3,210,052人 3,198,325人 △11,727人
（△0.4%）

受　験　者 3,091,333人 3,074,755人 △16,578人
（△0.5%）

合　格　者 1,079,546人 1,117,800人 38,254人
（3.5%）

入　学　者 481,959人 474,892人 △7,067人
（△1.5%）

志 願 倍 率 7.09倍 7.02倍 △0.07ポイント
合　格　率 34.92% 36.35% 1.43ポイント
歩　留　率 44.64% 42.48% △2.16ポイント
入学定員充足率 106.39% 104.19% △2.20ポイント
※志願倍率（志願者÷入学定員）、合格率（合格者÷受験者）
　歩留率（入学者÷合格者）、入学定員充足率（入学者÷入学定員）

表２　大学地域別の動向

区　分 集計学校数 志願倍率 入学定員充足率
23年度 24年度 23年度 24年度 23年度 24年度

北海道 校 校 倍 倍 ％ ％
23 23 2.97 3.00 96.55 94.82 

東　北
（宮城を除く） 21 21 2.16 1.91 82.22 75.03 

宮　城 11 11 3.66 3.42 110.55 102.44 
関東（埼玉・千葉・
東京・神奈川を除く） 22 22 3.58 3.59 104.73 101.07 

埼　玉 26 26 3.77 3.75 107.95 104.98 

千　葉 26 27 3.66 4.23 100.92 97.77 

東　京 111 112 9.97 9.74 112.02 110.86 

神奈川 23 24 4.83 5.54 105.01 104.90 

甲信越 21 21 2.13 2.21 96.97 94.84 

北　陸 11 11 3.54 3.60 98.52 100.49 
東　海

（愛知を除く） 22 22 2.98 3.00 97.29 94.70 

愛　知 41 41 6.39 6.48 107.04 104.48 
近畿（京都・大阪・
兵庫を除く） 11 12 4.55 4.73 98.51 93.74 

京　都 25 26 9.15 9.35 106.77 104.48 

大　阪 48 49 8.20 7.65 107.09 104.18 

兵　庫 32 32 6.74 6.55 101.08 101.91 
中　国

(広島を除く） 22 21 2.74 2.78 95.47 92.62 

広　島 15 15 3.46 3.51 97.71 93.18 

四　国 7 7 2.74 2.52 87.74 86.27 
九　州

（福岡を除く） 28 28 2.31 2.20 96.69 91.51 

福　岡 26 26 5.66 5.59 107.00 100.09 

合　計 572 577 7.09 7.02 106.39 104.19 

年　　　度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

100%以上の学校数 374 378 382 329 337 299 305 351 349 313

100%未満の学校数 147 155 160 221 222 266 265 218 223 264

（うち50%未満の学校数） 17 15 17 20 17 29 31 13 16 18

（100%未満の割合） 28.2% 29.1% 29.5% 40.2% 39.7% 47.1% 46.5% 38.3% 39.0% 45.8%

合　　　計 521 533 542 550 559 565 570 569 572 577

図１　最近10年の定員未充足状況（大学）
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満
の
学
校
は
一
四
七
校
で
、
全
体
の
二
八
・

二
％
の
割
合
で
し
た
。
そ
の
後
、
十
八
歳
人

口
の
減
少
や
大
学
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

一
〇
〇
％
未
満
の
学
校
数
は
増
加
傾
向
を
示

し
て
お
り
、
二
十
四
年
度
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
四
一
校
増
加
し
、
二
六
四
校
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
全
体
に
占
め
る
割
合
も
前
年

度
に
比
べ
て
六
・
八
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
四

五
・
八
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
五
〇
％
未
満
の
学
校
数
は
十
八
校

と
な
り
、
前
年
度
の
十
六
校
か
ら
二
校
増
加

し
ま
し
た
。

　

大
学
院
の
概
況
は
、表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

短
期
大
学
の
概
況
（
表
４
）

　

二
十
四
年
度
の
集
計
学
校
数
は
三
三
〇
校

で
、
前
年
度
よ
り
八
校
減
少
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
比
べ
て
入
学
定
員
は
約
三
、
五

〇
〇
人
、志
願
者
数
及
び
受
験
者
数
は
約
六
、

〇
〇
〇
人
、
入
学
者
数
は
約
四
、
二
〇
〇
人

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
入
学
定
員
充
足
率
は
八
八
・

〇
四
％
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
・
五

九
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
ま
し
た
。

○
地
域
別
の
動
向
（
表
５
）

　

前
年
度
と
比
較
し
て
、
東
京
、
甲
信
越
、

北
陸
の
地
域
で
志
願
倍
率
と
入
学
定
員
充
足

率
が
と
も
に
上
昇
し
ま
し
た
。

○
定
員
未
充
足
状
況
（
図
２
）

　

最
近
十
年
の
状
況
を
見
る
と
、
十
五
年
度

は
、
入
学
定
員
充
足
率
が
一
〇
〇
％
未
満
の

学
校
は
一
九
〇
校
で
、
全
体
の
四
五
・
七
％

の
割
合
で
し
た
。
そ
の
後
、
一
〇
〇
％
未
満

の
学
校
数
は
減
少
し
た
も
の
の
十
八
年
度
か

ら
増
加
に
転
じ
、
二
十
四
年
度
は
、
前
年
度

に
比
べ
て
五
校
増
加
し
、
二
三
〇
校
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
全
体
に
占
め
る
割
合
も
前

年
度
に
比
べ
て
三
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

六
九
・
七
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
五
〇
％
未
満
の
学
校
数
は
前
年
度

と
同
数
で
あ
る
一
六
校
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
四
四
・
七
八
四
五

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

表４　短期大学の概況
区　　　分 23年度 24年度 増　減
集計学校数 338校 330校 △8校

入 学 定 員 72,369人 68,919人 △3,450人
（△4.8%）

志　願　者 102,701人 96,659人 △6,042人
（△5.9%）

受　験　者 100,580人 94,671人 △5,909人
（△5.9%）

合　格　者 79,858人 74,912人 △4,946人
（△6.2%）

入　学　者 64,862人 60,675人 △4,187人
（△6.5%）

志 願 倍 率 1.42倍 1.40倍 △0.02ポイント
合　格　率 79.40% 79.13% △0.27ポイント
歩　留　率 81.22% 81.00% △0.22ポイント
入学定員充足率 89.63% 88.04% △1.59ポイント
※志願倍率（志願者÷入学定員）、合格率（合格者÷受験者）
　歩留率（入学者÷合格者）、入学定員充足率（入学者÷入学定員）

表３　大学院の概況

区　　　分
修士課程及び
博士前期課程
専門職学位課程

博士後期課程
及び博士課程うち法科

大学院
うち専門職大
学院（法科大
学院を除く）

集計学校数 434校 48校 48研究科 302校
入 学 定 員 41,856人 3,011人 3,258人 8,155人
志　願　者 59,063人 11,404人 4,564人 5,402人
受　験　者 56,440人 10,512人 4,453人 5,307人
合　格　者 38,291人 4,217人 3,245人 4,589人
入　学　者 32,118人 1,838人 2,825人 4,409人
志 願 倍 率 1.41倍 3.79倍 1.40倍 0.66倍
合　格　率 67.84% 40.12% 72.87% 86.47%
歩　留　率 83.88% 43.59% 87.06% 96.08%

入学定員充足率 76.73% 61.04% 86.71% 54.06%
※志願倍率（志願者÷入学定員）、合格率（合格者÷受験者）
　歩留率（入学者÷合格者）、入学定員充足率（入学者÷入学定員）

表５　短期大学地域別の動向

区　　　分
集計学校数 志願倍率 入学定員充足率

23年度 24年度 23年度 24年度 23年度 24年度

北　海　道
校 校 倍 倍 ％ ％
15 15 1.22 1.12 85.74 83.46 

東　　　北 23 22 1.35 1.24 92.68 86.19 

北　関　東 18 17 1.05 0.97 87.48 81.83 
南　関　東
（東京除く） 38 37 1.29 1.28 93.86 92.93 

東　　　京 43 42 1.88 2.02 92.31 94.14 

甲　信　越 15 15 1.17 1.24 88.09 91.60 

北　　　陸 10 9 1.36 1.53 92.85 93.59 

東　　　海 38 38 1.58 1.50 89.48 86.88 
近　　　畿

（京都・大阪除く） 26 25 2.01 1.94 96.42 92.99 

京都・大阪 42 40 1.25 1.23 85.39 84.93 

中　　　国 20 20 1.36 1.31 88.65 85.32 

四　　　国 11 11 1.18 1.13 83.57 83.00 

九　　　州 39 39 1.10 1.09 86.46 83.61 

合　　　計 338 330 1.42 1.40 89.63 88.04 

図２　最近10年の定員未充足状況（短期大学）

年　　　度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

100%以上の学校数 226 236 224 179 138 118 111 129 113 100

100%未満の学校数 190 164 159 194 227 242 245 215 225 230

（うち50%未満の学校数） 31 20 16 18 19 30 28 16 16 16

（100%未満の割合） 45.7% 41.0% 41.5% 52.0% 62.2% 67.2% 68.8% 62.5% 66.6% 69.7%

合　　　計 416 400 383 373 365 360 356 344 338 330
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私
学
事
業
団
で
は
、
広
く
一
般
か
ら
寄
付

金
を
募
り
、「
学
術
研
究
振
興
基
金
」
を
設

け
て
、
そ
の
運
用
益
を
「
学
術
研
究
振
興
資

金
」
及
び
「
若
手
研
究
者
奨
励
金
」
と
し
て
、

大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校（
以
下「
私

立
大
学
等
」
と
い
い
ま
す
）
の
優
れ
た
研
究

に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
公
募
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

学
術
研
究
振
興
資
金

１　

対
象
研
究

　

交
付
対
象
と
な
る
研
究
分
野
は
、⑴
人
文
・

社
会
科
学
の
研
究
、⑵
自
然
科
学
の
研
究
で
、

次
の
①
②
の
両
方
を
満
た
す
研
究
で
す
（
複

合
領
域
に
属
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
前
述

⑴
及
び
⑵
の
い
ず
れ
か
に
含
ま
れ
ま
す
）。

① 

私
立
大
学
等
（
研
究
所
の
研
究
を
含
む
）

に
所
属
す
る
研
究
者
（
教
職
員
）
が
二
人

以
上
で
共
同
し
て
行
う
研
究
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
研
究
代
表
者
は
当
該
私
立

大
学
等
の
専
任
教
職
員
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
研
究
代
表
者
以
外
に
も
う
一
名
、
私

立
大
学
等
（
他
法
人
設
置
で
も
可
）
に
所

属
す
る
研
究
者（
非
常
勤
教
職
員
で
も
可
）

が
い
る
こ
と
。

② 

二
十
五
年
四
月
一
日
現
在
で
、
一
年
以
上

の
研
究
実
績
が
あ
る
こ
と
。

２　

研
究
期
間

　

二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
二
十
六
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
研
究
が
対
象
で
す
。

３　

資
金
交
付
総
額

　

総
額
一
億
一
、
五
〇
〇
万
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

交
付
額
は
、研
究
に
か
か
る
対
象
経
費（
資

金
交
付
希
望
額
＋
学
校
法
人
の
負
担
額
）
の

二
分
の
一
以
内
と
し
、
自
然
科
学
系
の
研
究

は
七
五
〇
万
円
、
そ
の
他
の
研
究
は
四
〇
〇

万
円
が
上
限
で
す
。
ま
た
、
学
校
法
人
の
負

担
額
は
、
資
金
交
付
希
望
額
と
同
額
以
上
が

必
要
で
す
。

４　

継
続
交
付

　

当
該
研
究
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
継
続
し

て
三
年
間
応
募
し
、
資
金
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
選
考
は
毎
年
改
め
て
行

い
ま
す
。

５　

応　

募

　

私
立
大
学
等
一
校
に
つ
い
て
、「
新
規
」「
継

続
」
を
問
わ
ず
一
件
の
応
募
と
な
り
ま
す
。

　

応
募
の
際
は
、
学
校
法
人
の
理
事
長
及
び

学（
校
）長
連
名
の「
推
薦
書
」が
必
要
で
す
。

　

若
手
研
究
者
奨
励
金

１　

対
象
分
野

　

生
物
学
系
、
医
学
系
及
び
生
物
学
系
・
医

学
系
の
複
合
分
野
で
す
。

２　

対
象
者
等

　

私
立
大
学
等
に
所
属
す
る
、
二
十
五
年
四

月
一
日
現
在
三
十
九
歳
以
下
で
、
二
十
四
年

十
月
一
日
現
在
、
助
教
又
は
ポ
ス
ト
・
ド
ク

タ
ー
が
一
人
で
行
う
研
究
で
す
。

　

た
だ
し
、
二
十
四
年
十
月
一
日
現
在
、
科

学
研
究
費
補
助
金「
若
手
研
究（
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
）」

に
、
新
規
・
継
続
に
か
か
わ
ら
ず
採
択
さ
れ

て
い
な
い
者
及
び
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研

究
員
で
は
な
い
者
で
す
。

３　

研
究
期
間

　

二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
二
十
六
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
う
研
究
が
対
象
で
す
。

４　

奨
励
金
額

　

総
額
一
、
五
〇
〇
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
一
人
当
た
り
の
交
付
額
は
、
一
律
五
〇

万
円
の
予
定
で
す
（
学
校
法
人
負
担
額
は
不

要
）。

５　

応　

募

　

一
学
校
一
名
の
応
募
と
し
ま
す
。
研
究
者

個
人
で
は
な
く
、
学
校
法
人
を
通
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
の
際
に
は
、
所
属
私
立
大
学

等
の
学
長
又
は
学
部
長
（
短
期
大
学
・
高
等

専
門
学
校
に
あ
っ
て
は
学
科
長
）
の
「
推
薦

書
」
が
必
要
で
す
。

　

共
通
事
項

１　

選
考
結
果
及
び
交
付
時
期

　

選
考
結
果
は
、
二
十
五
年
三
月
上
旬
に
当

該
学
校
法
人
に
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
資
金

の
交
付
は
、
二
十
五
年
五
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

２　

研
究
計
画
書
の
提
出
期
限

　

二
十
四
年
十
月
二
十
六
日
（
金
）

※
「
研
究
計
画
の
公
募
通
知
」
は
、
二
十
四

年
八
月
下
旬
に
、
該
当
す
る
法
人
あ
て
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
私
学
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
の
う
え
、
公
募
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
〔
助
成
業
務
▼
学
術
研
究
振
興
資
金
▼「
平

成
二
十
五
年
度
学
術
研
究
振
興
資
金
公
募
様

式
等
」
及
び
「
平
成
二
十
五
年
度
学
術
研
究

振
興
資
金
（
若
手
研
究
者
奨
励
金
）
公
募
様

式
等
」〕

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
三
一
六
・
七
三
一
九

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

（参考）　平成24年度学術研究振興資金及び若手研究者奨励金　採択状況

区　　　　　分 応募件数
（件）

採択件数
（件）

採択率
（％）

新規・継続別
新 　 　 　 規 130 43 33.1 
継 続 ２ 年 目 27 20 74.1 
継 続 ３ 年 目 12 8 66.7 

学 校 種 別
大 　 　 　 学 155 69 44.5 
短 期 大 学
（高等専門学校を含む） 14 2 14.3 

審査部門別
研究分野※

人 文・ 社 会 科 学 系 66 28 42.4 
理 工 系、 農 学 系 42 18 42.9 
生 物 学 系、 医 学 系 61 25 41.0 

学術研究振興資金　合　計 169 71 42.0 
若手研究者奨励金 79 30 38.0 

※ 複合領域に属する研究については、3部門のいずれかに含まれています。

平
成
二
十
五
年
度

平
成
二
十
五
年
度

学
術
研
究
振
興
資
金
及
び

学
術
研
究
振
興
資
金
及
び

若
手
研
究
者
奨
励
金
に
か
か
る

若
手
研
究
者
奨
励
金
に
か
か
る

研
究
計
画
の
公
募

研
究
計
画
の
公
募
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一
般
補
助

学
生
定
員
・
現
員
調
査
票

　

退
学
・
除
籍
し
た
学
生
を
、
当
該
年

度
の
五
月
二
日
以
降
に
開
催
し
た
教
授

会
で
再
入
学
・
復
籍
を
決
定
し
、
復
籍

日
を
五
月
一
日
以
前
に
遡
及
し
た
場
合

は
五
月
一
日
現
在
の
人
数
に
含
め
て
よ

い
で
す
か
。

Ａ　
退
学
・
除
籍
し
た
場
合
の
日
付
の
考

え
方
と
同
様
に
、
再
入
学
・
復
籍
の
決
定

を
行
っ
た
教
授
会
等
の
日
付
で
判
断
し
、

遡
及
は
考
慮
し
ま
せ
ん
の
で
、こ
の
場
合
、

五
月
一
日
現
在
の
学
生
数
に
含
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

留
年
者
調
査
票

　

留
年
者
調
査
票
の
「
一
年
留
年
者
」

に
つ
い
て
、
編
入
学
定
員
を
設
け
ず
、

「
若
干
名
」
等
で
受
け
入
れ
て
い
る
学

生
が
修
業
年
限
を
超
え
て
い
る
場
合
は

対
象
と
な
り
ま
す
か
。

Ａ　
「
一
年
留
年
者
（
編
入
者
含
）」
の
全

体
の
数
に
は
、
定
員
を
設
け
ず
に
受
け
入

れ
て
い
る
編
入
者
に
つ
い
て
も
修
業
年
限

を
超
え
る
期
間
が
一
年
以
内
の
留
年
者
に

つ
い
て
は
含
め
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
左
の
う
ち
編
入
者
」
の
欄
に

は
編
入
学
定
員
に
対
応
し
な
い
編
入
者
は

含
め
ま
せ
ん
。

専
任
教
員
等
個
人
票

　

専
任
教
員
等
個
人
票
の
「
大
学
院
担

当
」
の
欄
に
つ
い
て
、
五
月
一
日
時
点

の
時
間
割
等
で
予
定
を
確
認
し
、
大
学

院
を
担
当
す
る
者
と
し
て
申
請
し
た
が
、

そ
の
後
担
当
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場

合
は
訂
正
の
必
要
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　
一
週
間
当
た
り
の
授
業
時
間
数
と
同

様
に
、
基
準
日
で
あ
る
五
月
一
日
時
点
で

の
状
況
で
、
大
学
院
の
担
当
教
員
で
あ
る

の
か
、
ま
た
は
担
当
教
員
で
な
い
の
か
に

つ
い
て
確
認
し
ま
す
の
で
、
そ
の
後
の
変

更
に
よ
る
訂
正
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
Ｑ
＆
Ａ
①

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
Ｑ
＆
Ａ
①

学
校
法
人
か
ら
、
補
助
金
課
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

情
報
の
公
表
に
か
か
る
保
管
資
料

　

情
報
の
公
表
に
か
か
る
調
査
に
お
い

て
、公
表
を
確
認
で
き
る
資
料
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
資
料
を
保
管
す
れ
ば
よ
い

で
す
か
。

Ａ　
こ
の
調
査
で
は
、
当
該
年
度
の
十
月

一
日
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
の

公
表
を
実
施
し
て
い
る
場
合
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、

情
報
を
掲
載
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
、
日
付
を
表
示
し
た
状
態
で
印
刷
し
た

も
の
等
を
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
補
助

未
来
経
営
戦
略
推
進
経
費
の
申
請
要
件

　

未
来
経
営
戦
略
推
進
経
費
（
経
営
基

盤
強
化
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
）
に
お
い

て
、
Ｇ
Ｐ
に
採
択
さ
れ
た
取
り
組
み
を

申
請
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

Ａ　
申
請
要
件
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｐ
で
採
択

さ
れ
た
取
り
組
み
の
申
請
は
不
可
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
Ｇ
Ｐ
に
採
択
さ
れ
た
取
り

組
み
を
申
請
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人

全
体
も
し
く
は
学
内
の
「
経
営
基
盤
強

化
」、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
」
を
主
軸
と
し

た
関
連
性
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
理
事
会
の
承
認
及
び
法
人
全

体
も
し
く
は
学
内
で
の
共
通
認
識
が
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
要
件
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
形
の
取
り
組
み
が
申

請
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※ 

未
来
経
営
戦
略
推
進
経
費
の
採
択
に
あ

た
っ
て
は
、
有
識
者
に
よ
る
審
査
を
行
い

ま
す
。
Ｇ
Ｐ
用
に
作
成
し
た
書
類
を
そ

の
ま
ま
転
用
し
て
、
未
来
経
営
戦
略
推

進
経
費
（
経
営
基
盤
強
化
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
）
に
申
請
す
る
こ
と
は
、
趣
旨

に
沿
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

授
業
料
減
免
等
支
援
経
費
に
か
か
る
家
計
基
準

　

授
業
料
減
免
及
び
学
生
の
経
済
的
支

援
体
制
の
充
実
の
家
計
基
準
に
つ
い

て
、
給
与
所
得
と
そ
れ
以
外
の
所
得
の

両
方
が
あ
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
計

算
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

Ａ　
源
泉
徴
収
票
の
支
払
金
額
と
確
定
申

告
等
の
所
得
金
額
を
合
計
し
ま
す
。
八
四

一
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

一
般
補
助

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
三
〇
〇
〜
七
三
〇
二

七
三
〇
六
〜
七
三
〇
八

特
別
補
助

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
三
〇
三
〜
七
三
〇
五

七
三
〇
九
〜
七
三
一
一

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

Ｑ Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ
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私
学
事
業
団
で
は
、
加
入
者
証
・
加
入
者

被
扶
養
者
証
に
つ
い
て
毎
年
検
認
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
検
認
は
、
学
校
法
人
等

が
加
入
者
証
や
加
入
者
被
扶
養
者
証
の
内
容

に
誤
り
が
な
い
か
や
被
扶
養
者
と
し
て
の
要

件
を
備
え
て
い
る
か
を
確
認
し
、
本
事
業
団

へ
報
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
加
入
者
証
等
の
検
認
の
際

に
、「
被
扶
養
者
再
審
査
」（
全
国
を
二
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
二
年
に
一
度
被
扶
養
者
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
書
類

に
よ
り
確
認
し
ま
す
）を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

（
県
コ
ー
ド
01
〜
15
）

　

二
十
四
年
度
に
行
う
検
認
と
被
扶
養
者
再

審
査
の
実
施
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

実
施
日
程

①
通
知
文
等
送
付　

九
月
十
日
〜
十
四
日　

②
提
出
物
締
め
切
り　

十
一
月
十
五
日　

③
再
審
査
結
果
通
知　

二
月
六
日
〜
八
日　

　

再
審
査
対
象
者

　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に

被
扶
養
者
認
定
さ
れ
て
い
る
次
の
①
②
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

① 

平
成
六
年
四
月
一
日
以
前
に
出
生
し
た
被

扶
養
者
（
平
成
二
十
五
年
二
月
一
日
ま
で

に
七
十
五
歳
を
迎
え
る
被
扶
養
者
又
は
七

十
五
歳
を
迎
え
る
加
入
者
の
被
扶
養
者
を

除
く
）

② 

同
居
が
認
定
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
被
扶

養
者

※ 

再
審
査
対
象
と
な
ら
な
い
被
扶
養
者
は
、

検
認
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

実
施
方
法

①
再
審
査

　

再
審
査
の
対
象
と
な
る
被
扶
養
者
が
い
る

加
入
者
に
は
「
被
扶
養
者
再
審
査
回
答
書
」

（
以
下
「
回
答
書
」
と
い
い
ま
す
）
を
送
り

ま
す
。
加
入
者
は
、「
回
答
書
」
に
被
扶
養

者
要
件
に
か
か
る
事
項
に
つ
い
て
記
入
・
押

印
し
て
被
扶
養
者
の
現
況
を
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
回
答
書
に
は
、
特
に
確
認
の

た
め
の
書
類
を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
本
事
業
団
が
必
要
と
認
め
た

場
合
は
、
確
認
の
た
め
の
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

回
答
書
は
、
学
校
法
人
等
が
回
収
し
取
り

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。
回
答
書
の
提
出
が
な
い

場
合
は
、
被
扶
養
者
と
し
て
継
続
認
定
で
き

ま
せ
ん
（
被
扶
養
者
取
り
消
し
と
な
り
ま
す
）。

必
ず
回
答
書
を
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。
回
答

書
の
回
収
結
果
を
「
加
入
者
証
等
検
認
・
被

扶
養
者
再
審
査
結
果
報
告
書
」（
以
下
「
結
果

報
告
書
」
と
い
い
ま
す
）
に
記
入
し
、
回
答
書

と
と
も
に
本
事
業
団
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
検
認

　

再
審
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
扶
養
者
が

い
る
加
入
者
又
は
被
扶
養
者
が
い
な
い
加
入

者
に
は
「
加
入
者
証
・
加
入
者
被
扶
養
者
証

検
認
表
」
を
送
り
ま
す
。
学
校
法
人
等
が
加

入
者
に
内
容
を
確
認
し
て
そ
の
結
果
を
「
結

果
報
告
書
」
に
記
入
し
、
本
事
業
団
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
内
容
に
訂
正
等
が
あ
る
場
合
は
所

定
の
用
紙
に
よ
り
、
被
扶
養
者
の
要
件
を
欠

い
て
い
る
場
合
は「
被
扶
養
者
取
消
申
請
書
」

に
よ
り
、
本
事
業
団
に
手
続
き
を
す
る
よ
う

加
入
者
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

　

再
審
査
で
確
認
す
る
内
容

　

加
入
者
が
、
被
扶
養
者
の
年
収
及
び
加
入

者
と
の
同
居
・
別
居
に
つ
い
て
の
状
況
を
回

答
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

六
十
歳
未
満
の
被
扶
養
者
又
は
六
十
歳
以

上
で
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
被
扶
養
者

　

年
収
（※）
が
百
三
十
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

（
所
得
証
明
書
等
に
よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ

い
）

② 

六
十
歳
未
満
で
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金

を
受
給
し
て
い
る
被
扶
養
者
又
は
六
十
歳

以
上
で
年
金
を
受
給
し
て
い
る
被
扶
養
者

　

年
収

（※）
が
百
八
十
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

（
年
金
改
定
通
知
書
及
び
所
得
証
明
書
等
に

よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

③ 

同
居
を
条
件
に
認
定
さ
れ
て
い
る
被
扶
養
者

　

住
民
票
等
で
同
一
住
所
と
な
っ
て
い
る
こ

と（
住
民
票
等
に
よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

（※） 

所
得
税
法
上
の
「
所
得
」
と
は
異
な
り
ま

す
。
給
与
・
年
金
は
諸
控
除
前
の
収
入
金

額
で
す
が
、
事
業
所
得
な
ど
は
必
要
経
費

を
控
除
し
た
後
の
額
と
な
り
ま
す
。

　

回
答
書
と
併
せ
て
回
答
書
の
記
入
例
を
、

加
入
者
一
人
に
つ
き
一
枚
ず
つ
学
校
法
人
等

に
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔
き
ょ
う
さ
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
〕
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

被
扶
養
者
の
要
件
を
欠
い
た
と
き

　

被
扶
養
者
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
結

果
、
被
扶
養
者
の
要
件
を
欠
く
こ
と
が
分

か
っ
た
場
合
は
、「
被
扶
養
者
取
消
申
請
書
」

に
よ
り
手
続
き
を
す
る
よ
う
加
入
者
に
ご
指

導
く
だ
さ
い
（
再
審
査
対
象
者
に
つ
い
て
は

回
答
書
の
提
出
も
必
要
で
す
）。

　

ま
た
、
年
収
が
被
扶
養
者
の
限
度
額
以
内

で
あ
っ
て
も
社
会
保
険
に
本
人
で
加
入
し
て

い
る
人
は
被
扶
養
者
の
取
り
消
し
と
な
り
ま

す
の
で
、
給
与
収
入
が
あ
る
被
扶
養
者
は
社

会
保
険
の
加
入
に
つ
い
て
も
今
一
度
確
認
す

る
よ
う
加
入
者
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
。
特
に

被
扶
養
配
偶
者
の
国
民
年
金
第
三
号
被
保
険

者
の
期
間
不
整
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

（
県
コ
ー
ド
16
〜
47
）

　

二
十
四
年
度
は
、
従
前
の
方
法
に
よ
る
検

認
を
行
い
ま
す
。
実
施
に
つ
い
て
は
本
誌
十

一
月
号
で
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
認
に
併
せ
て

被
扶
養
者
の
再
審
査

を
行
い
ま
す業

務
部 

資
格
課
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◆
「
確
認
通
知
書
⑵
」
の
表
示

　
「
確
認
通
知
書
⑵
」
で
は
、
ど
の
よ
う
に

定
時
決
定
を
し
た
か
に
つ
い
て
異
動
内
容
欄

で
次
の
よ
う
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

定
時
決
定

・ 「
標
準
給
与
基
礎
届
書
」
の
報
告
に
基
づ

き
四
月
、
五
月
及
び
六
月
の
給
与
の
平
均

額
で
標
準
給
与
を
決
定
し
た
場
合

定
時
決
定
（
年
平
均
額
）

• 

「
標
準
給
与
基
礎
届
書
」
及
び
「
年
平
均

額
に
か
か
る
申
立
書
・
同
意
書
」
に
基
づ

き
前
年
七
月
か
ら
当
年
六
月
の
給
与
の
平

均
額
で
決
定
し
た
場
合

定
時
決
定
不
要
者

・ 

平
成
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
に
資
格
取
得
し
た
場
合
（
所
属

学
校
変
更
者
を
除
き
ま
す
）

　

↓
資
格
取
得
時
の
給
与
額
で
決
定

・ 

二
十
四
年
七
月
又
は
八
月
に
標
準
給
与
が

改
定
に
な
っ
た
場
合

　

↓
標
準
給
与
改
定
の
給
与
額
で
決
定

定
時
決
定
（
保
険
者
決
定
）

・ 「
標
準
給
与
基
礎
届
書
」
が
未
提
出
又
は

記
入
漏
れ
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
私
学
事

業
団
が
現
に
確
認
し
て
い
る
直
近
の
標
準

給
与
で
決
定
し
た
場
合

・ 

育
児
休
業
等
取
得
中
の
た
め
、
現
に
確
認

さ
れ
て
い
る
直
近
の
標
準
給
与
で
決
定
し

た
場
合

◆ 

「
確
認
通
知
書
⑵
」
の
給
与
が
誤
っ
て

い
る
場
合

　
「
確
認
通
知
書
⑵
」
の
給
与
月
額
等
の
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
報
告
し
た
内
容

に
訂
正
が
あ
る
場
合
は「
給
与
訂
正
申
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

決
定
し
た
標
準
給
与
の
月
額
の
有
効

期
間

　

今
回
確
認
さ
れ
た
標
準
給
与
の
月
額
は
、

二
十
四
年
九
月
か
ら
二
十
五
年
八
月
ま
で
適

用
さ
れ
、
毎
月
の
掛
金
や
年
金
・
給
付
金
等

の
算
定
基
礎
と
な
り
ま
す
。

◆ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る

人
の
「
確
認
通
知
書
⑵
」
の
表
示
等

　

七
十
五
歳
以
上
の
人
及
び
七
十
歳
以
上
七

十
五
歳
未
満
で
広
域
連
合
か
ら
障
害
状
態
に

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、「
確
認
通
知
書
⑵
」

に
長
期
の
等
級
及
び
標
準
給
与
を
表
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
掛
金
の
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
送
付
す
る
定
時
決
定
の
「
確
認
通

知
書
⑵
」
を
含
め
、
本
事
業
団
が
確
認
通

知
す
る
内
容
は
、
将
来
の
年
金
給
付
等
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。
通
知
内

容
が
報
告
内
容
と
相
違
な
い
か
必
ず
確
認

す
る
と
と
も
に
、
加
入
者
本
人
に
も
そ
の

内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
周
知

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
け
出
の
あ
っ
た
給
与
の
平
均
額
が
、

現
に
確
認
さ
れ
て
い
る
標
準
給
与
の
月
額

に
比
べ
て
二
等
級
以
上
の
差
が
生
じ
て
い

る
人
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
標
準

給
与
の
改
定
を
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、「
標
準
給
与
改
定
届
書
」
を
至

急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

昇
給
等
に
よ
っ
て
固
定
的
給
与
（
基
本

給
、
扶
養
手
当
等
）
が
変
動
し
た
場
合

　

 〔
事
例
〕
四
月
に
昇
給
し
て
固
定
的
給

与
が
変
動
し
、
四
月
、
五
月
及
び
六
月

の
給
与
の
平
均
額
が
現
に
確
認
さ
れ
て

い
る
標
準
給
与
の
月
額
に
比
べ
二
等
級

以
上
あ
が
っ
て
い
る
場
合

↓ 

算
定
基
礎
月
を
四
月
、
五
月
、
六
月
と

記
入
し
、
七
月
改
定
と
し
て
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

② 
さ
か
の
ぼ
っ
て
ベ
ー
ス
改
定
が
行
わ
れ

た
場
合

　

差
額
支
給
の
あ
っ
た
月
（
新
ベ
ー
ス
で

の
支
給
を
開
始
し
た
月
）
を
変
動
月
（
算

定
基
礎
月
の
最
初
の
月
）
と
し
ま
す
。

　

 〔
事
例
〕
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
そ
の

差
額
が
五
月
に
支
給
さ
れ
た
場
合

↓ 

変
動
月
は
五
月
に
な
る
た
め
、
算
定
基

礎
月
を
五
月
、
六
月
、
七
月
と
し
て
差

額
を
除
い
た
改
定
後
の
給
与
を
記
入

し
、
八
月
改
定
と
し
て
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
二
十
四
年
四
月
に
資
格
取
得
し

た
人
も
八
月
改
定
と
な
り
ま
す
。

（
注
）
七
月
以
降
に
四
月
な
ど
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
ベ
ー
ス
改
定
が
行
わ
れ
た
場
合
は

差
額
支
給
の
あ
っ
た
月
（
七
月
以
降
新

ベ
ー
ス
で
の
支
給
を
開
始
し
た
月
）
を
変

動
月
と
し
ま
す
の
で
、
四
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
た
標
準
給
与
の
改
定
や
定
時
決
定
の

訂
正
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
変

動
月
か
ら
三
か
月
の
給
与
の
平
均
額
が
今

回
確
認
さ
れ
た
定
時
決
定
に
比
べ
二
等
級

以
上
の
増
減
が
あ
る
場
合
は
標
準
給
与
の

改
定
と
し
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

＊
非
固
定
的
給
与
（
残
業
手
当
、
宿
日
直

手
当
等
）
の
み
の
変
動
で
、
固
定
的
給
与

の
変
動
が
な
い
場
合
は
、
標
準
給
与
の
改

定
を
届
け
出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
法
人
用
の
異
動
報
告
内
容
欄
に
＊
＊
＊
印
の
あ
る
人

業務部 資格課

定
時
決
定
に
か
か
る

定
時
決
定
に
か
か
る

　
　
　

確
認
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
　
　

確
認
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

七
月
十
日
ま
で
に
提
出
の
あ
っ
た
「
標
準
給
与
基
礎
届
書
」（
磁
気
媒
体
に
よ
る
も
の
を
含
み

ま
す
）
に
よ
る
定
時
決
定
の
「
確
認
通
知
書
⑵
」
を
、
九
月
中
旬
に
学
校
法
人
等
へ
送
付
し
ま
す
。

　
「
確
認
通
知
書
⑵
」
は
学
校
法
人
用
と
加
入
者
用
の
二
種
類
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
者

に
必
ず
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
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年
金
積
立
金
の

運
用
目
的
・
基
本
方
針

効
率
的
な
資
産
配
分

　

私
学
事
業
団
の
年
金
積
立
金
は
、
年
金
を

将
来
に
わ
た
り
確
実
に
支
給
す
る
た
め
に
、

長
期
的
な
観
点
に
立
っ
て
安
全
か
つ
効
率
的

に
運
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
事
業
団
で
は
「
長
期
勘
定

の
余
裕
金
の
運
用
に
関
す
る
基
本
方
針
」（
以

下
「
基
本
方
針
」
と
い
い
ま
す
）
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
基
本
方
針
で
は
、
明
確
な
運
用

目
標
を
設
定
し
、基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ（
効

率
的
な
資
産
配
分
）
を
定
め
た
う
え
で
株
式

な
ど
複
数
の
資
産
に
分
散
し
て
投
資
し
て
い

ま
す
。

二
十
三
年
度
の
運
用
環
境

環
境
が
一
変
し
た
震
災
の
影
響

　

国
内
市
場
は
、
原
発
事
故
に
伴
う
電
力
不

足
の
影
響
に
よ
り
企
業
業
績
が
悪
化
し
ま
し

た
が
、復
興
需
要
が
具
体
化
す
る
に
従
っ
て
、

い
っ
た
ん
は
回
復
基
調
を
見
せ
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
は
欧
州
財
政
危
機
問
題
の
再

燃
、
米
国
の
連
邦
準
備
債
務
の
上
限
引
き
上

げ
交
渉
が
難
航
し
た
こ
と
に
よ
る
混
乱
、
新

興
諸
国
も
先
進
国
の
不
安
定
さ
に
引
き
ず
ら

れ
る
よ
う
に
成
長
が
や
や
鈍
化
す
る
兆
し
が

見
え
た
こ
と
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
絡
み
合

い
金
融
市
場
が
揺
さ
ぶ
り
続
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
安
全
資
産
と

し
て
円
が
買
わ
れ
、
円
高
が
続
き
、
政
府
・

日
銀
が
為
替
介
入
し
ま
し
た
が
、
効
果
は
限

定
的
で
あ
っ
た
た
め
、
国
内
株
式
は
低
調
に

推
移
し
ま
し
た
。

　

年
明
け
以
降
、
米
国
や
中
国
で
経
済
指
標

の
改
善
傾
向
が
鮮
明
と
な
り
、
為
替
が
円
安

に
反
転
し
、
国
内
株
式
の
株
価
が
一
万
円
台

を
回
復
す
る
な
ど
、
年
度
末
に
向
け
て
市
場

環
境
が
改
善
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
金
融
市

場
全
体
と
し
て
は
、
米
国
経
済
の
回
復
を
基

調
と
し
た
好
材
料
は
あ
っ
た
も
の
の
、
欧
州

債
務
問
題
が
再
燃
す
る
た
び
に
下
落
局
面
を

迎
え
る
と
い
っ
た
不
安
定
な
運
用
環
境
で
し

た
。

平
成
二
十
三
年
度　

年
金
積
立
金
の
運
用
結
果

資
産
運
用
室

　

年
金
積
立
金
の
運
用
目
的
・
基
本
方
針
と
、
平
成
二
十
三
年
度
の
運
用
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。　

運
用
結
果
等
の
詳
し
い
内
容
は
、
後
日
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
▼
年
金
資
産
の
運
用
〕
に
掲
載
し
ま
す
。

二
十
三
年
度
の
投
資
行
動

国
内
債
券
を
中
心
に
投
資

　

こ
う
し
た
運
用
環
境
を
受
け
、
利
回
り
確

保
の
観
点
か
ら
、
主
に
、
国
内
債
券
の
十
年

債
、
二
十
年
債
を
中
心
に
投
資
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
他
の
資
産
に
つ
い
て
は
、
基
本

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
資
産
配
分
と
の
乖
離
状
況

に
注
意
を
払
い
、資
産
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

二
十
三
年
度
の
運
用
結
果

運
用
利
回
り
は
一
・
八
ニ
％

　

年
度
末
時
点
で
は
、
内
外
株
式
の
回
復
、

為
替
の
円
安
基
調
も
あ
り
、
基
本
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
資
産
配
分
に
対
し
、
国
内
債
券

は
△
二
・
七
％
、
外
国
株
式
は
一
・
四
％
乖

離
し
た
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
二
十
三
年
度
の
運
用
利
回
り

は
一
・
八
二
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

運
用
利
回
り
は
、
年
度
末
一
時
点
の
時
価

評
価
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
は
あ
る
も
の

の
、
前
年
度
か
ら
の
回
復
基
調
を
反
映
し
た

利
回
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
基
づ

く
資
産
運
用
を
基
本
と
し
つ
つ
、
市
場
の
動

向
に
注
意
を
払
い
慎
重
か
つ
効
率
的
な
運
用

を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

過去３年間の年金積立金の残高と運用利回りの推移

（注）利回りは修正総合利回り・金額は時価

年金積立金の構成割合・残高と資産別利回り （単位：億円）

区　分

基　　本
ポートフォリオ 平成23年度末

資産配分 許　容
乖離幅 簿　価 時　価 評価損益 時　価

構成比 乖離幅 資　産　別
運用利回り

国内債券 65% ±9% 20,655 21,217 562 62.3% △2.7% 1.93%

国内株式 10% ±3% 3,919 3,300 △619 9.7% △0.3% 1.23%

外国債券 10% ±3% 3,603 3,415 △188 10.0% 0.0% 4.68%

外国株式 10% ±3% 3,725 3,870 145 11.4% 1.4% △0.06%

短期資産 5% ― 2,254 2,254 0 6.6% 1.6% 0.12%

合　計 100% ― 34,156 34,056 △100 100.0% ― 1.82%

※国内債券の中に貸付金等を含みます。

（単位：億円）

21年度

22年度

23年度

0 10,000 20,000 30,000 40,000

利回り　　8.27％　　　　　　　3兆3,963億円　

利回り　　0.16％　　　　　　　3兆3,734億円　

利回り　　1.82％　　　　　　　3兆4,056億円　
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平成24年度　私学事業団海外研修旅行　冬期コースの募集平成24年度　私学事業団海外研修旅行　冬期コースの募集
冬期コース申込受付期間　平成24年９月３日（月）～10月５日（金）（必着）

夏期コースでは多数のご応募ありがとうございました。冬期も内容豊富な２コース（全行程で添乗員同行）を企画して
います。ぜひ、見聞・視野を広げる機会としてご参加ください。　　※両コースとも成田空港発です。

Aー6コース 南イタリア周遊教養の旅 Aー7コース 南フランス周遊教養の旅
旅 行 期 間 12月26日（水）～１月２日（水） 旅 行 期 間 12月27日（木）～１月３日（木）
日　　　　　　数 ８日間 日　　　　　　数 ８日間
旅 行 代 金 202,000円 旅 行 代 金 196,000円
一人部屋追加料金 68,000円 一人部屋追加料金 68,000円

〔注〕 上記旅行代金のほかに、航空各社ごとに決められる「燃油サーチャージ」がかかります。パンフレットの「ご旅行条件」を確認いただき、詳細については、
下記主催旅行会社へお問い合わせください。

■参加資格
　加入者（任意継続加入者を含みます）とその配偶者、
父母、12歳以上の子・孫
• 旅行スケジュールに耐えられる程度に健康な人に限り
ます。

•18歳未満の場合は成人の同行者が必要です。
■募集人員
　各コースとも30名（最少催行人員15名）
　定員を超える申し込みがあった場合は、抽選により参
加者を決定します（先着順ではありません）。抽選結果
は締め切り日以後１週間以内に文書で連絡いたします。
■申し込み方法
　パンフレット・申込書を主催旅行会社から取り寄せ、
申込書に必要事項を記入のうえ、下記申込書送付先（２
人以上で参加される場合は必ずまとめて）に送付してく
ださい（FAX不可）。
■申込時の注意
• 旅行の参加に際し、健康上申し出ることがある人は、
参加申込書の裏面の「健康アンケート」に必要事項を
記入してください（後日、医師の診断書の提出をお願
いする場合もあります）。

• 申し込みは１人１回、１コースのみとします。夏期コース
に参加された方は冬期コースへの申し込みはできません。
• 本研修旅行は自由研修時間を除いて同一行動をしてい
ただきます。参加者の都合による各種変更（予定観光
等の不参加や航空座席種類の変更など）はできません
のでご了承ください。

◎パンフレット・申込書のお取り寄せ先
〒105-0001　東京都港区虎ノ門３-18-19
　虎ノ門マリンビル11階
　株式会社 日本旅行　公務法人営業部
　「私学事業団　海外研修旅行」係
　☎ 03(5402）6421　　　FAX 03(3437)3955
　e-mail：shigaku_kaigai@nta.co.jp
　営業時間　９：30～17：30（土・日・祝日休み）
◎申込書送付先
〒113-8441　東京都文京区湯島１-７-５
　私学事業団　福祉部保健課

宿泊所・保養所の年末年始宿泊予約は10月１日からです
年末年始期間中（12月31日～１月３日）の料金

施　設　名 電　話　番　号
料　金（1泊2食）
大人 子供

湯河原　　敷　島　館 0465（63）3755 15,900円 9,450円
箱　根　　対　岳　荘 0460（82）2094 16,900円 9,900円
鎌　倉　　あじさい荘 0467（22）3506 12,000円 7,500円
葉　山　　相　洋　閣 046（875）7300 13,800円 8,000円
金　沢　　兼　六　荘 076（232）1239 12,000円
志賀高原　　やまゆり荘 0269（34）2102 9,240円 5,460円
軽井沢　　すずかる荘 0267（45）7311 13,500円 8,000円
京　都　　白　河　院 075（761）0201 16,600円 9,800円

※子ども料金は３歳以上小学生までが対象です。

　宿泊所・保養所の12月31日と１月の宿泊
予約は、10月１日（月）から受け付けます。
　施設によっては予約の電話が午前中に集中
し、かかりにくい場合がありますので、あら
かじめご了承ください。
　なお、年末年始は特別料金となりますので、
右の料金表をご参照ください。

詳しくは海外研修旅行パンフレット及び私学共済ホームページ〔とくとく情報▶全国共通〕をご覧ください

アルル／跳ね橋（イメージ）アルル／跳ね橋（イメージ）



積立貯金の後期募集が始まります
申込受付期間　９月26日（水）～10月25日（木）

　新たに積立貯金の加入を希望する人、又はすでに加入
している人で、積立金額の変更や中断をしている積み立
ての復活を希望する場合は、上記の申込受付期間内に手
続きしてください。
◆制度のあらまし
　•利率　年0.60％（半年複利・８月１日現在）
　•積立金額単位　1,000円単位
　•積み立て方法
　　①定時積立金　毎月の給与から控除して積み立て
　　②臨時積立金　 年３回、夏期・冬期・春期の賞与等

から控除して積み立て
　　　※臨時積立金のみの積み立てはできません。
　•今回の申し込みによる積み立て開始
　　11月の給与から（払込期限は12月10日〈月〉）
◆申し込み方法
　次の所定用紙で申し込んでください。
　•新規加入「貯金加入申込書」
　•積立金額の変更「積立金変更申込書」
　•積立貯金の復活「積立中断・復活届書」
　共済事務担当者は、加入者から提出された書類を学校
単位で一括して「貯金関係書類送付内訳書」を添付のう
え、申込受付期間内に提出してください。
◆提出先（積立貯金書類専用）
　〒101-8709　日本郵便神田支店私書箱第103号
　私学事業団共済事業本部　福祉部保健課貯金係

アイリスプランの募集

　私学事業団では、教職員生涯福祉財団と提携して教職員
の経済生活支援事業「アイリスプラン」を実施しています。
　詳しくは９月中旬に学校法人等に送付する募集パンフ
レットをご覧ください。
◆専用フリーダイヤル　 0120（844）022
　受付　月曜日から金曜日（祝日は除きます）
　時間　９：00～17：15 【保健課】

平成24年度特定健康診査にかかる
健診結果データの提出期限

　平成24年度の定期健康診断が終了している学校法人等
は、特定健康診査にかかる健診結果データを取りまとめ、
10月１日（月）までに提出してください。
　提出の際は、事務の効率化及び記載不備を防止するた
め、できるだけ私学事業団のフォーマットによりデータ
を作成していただくようにご協力ください。
　詳しくは、６月下旬に送付しました「40歳からの元気
をサポートする　特定健診・特定保健指導」６～13ペー
ジをご覧ください。 【保健課】

貸付けの申し込み締め切り日に
ご注意ください

　10月２日送金分は９月14日（金）、10月22日送金分は
９月28日（金）が締め切り日となります。通常の締め
切り日（毎月15日・月末）が土・日曜日又は休日のとき
は繰り上がりますのでご注意ください。 【貸付課】

〒113 - 8441　文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校記号番号、加入者番号を
お手元にご用意ください。

共済業務

３日（月） 貸付  送金
６日（木） 貸付  ８月分定期償還期限
10日（月） 貯金  払込期限（必着）
14日（金） 貸付  10月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り
20日（木） 貯金  送金
24日（月） 貸付  送金

25日（火）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

26日（水） 貯金  後期加入者申し込み開始

28日（金）
掛金  ８月分掛金口座振替（自振校のみ）
貸付  ９月分定期償還口座振替（自振校のみ）
貸付  10月22日送金申し込み締め切り

１日（月） 掛金  ８月分納期限
特定健康 診査健診結果データ提出期限（第１回目）

２日（火） 貸付  送金
６日（土） 貸付  ９月分定期償還期限
10日（水） 貯金  払込期限（必着）
15日（月） 貸付  11月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール月の共済業務スケジュール９９

月の共済業務スケジュール月の共済業務スケジュール1010

　年金者向広報「共済だより」を年金者あてに
９月中旬に送付します。学校法人等には、事務担
当者用として１部を「レター」９月号に同封して
送付しています。 【広報班】

　本誌六月号で概要をお知らせしました「被用者年
金制度一元化法案」が、八月十日参議院本会議にお
いて消費増税法案とともに可決され、平成二十七年
十月から公務員及び私学教職員の年金制度は、厚生
年金と一元化されることになりました。 【企画室】
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
助成業務　http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　http://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）



「学術研究振興基金」への寄付のお願い

　今月号で公募のご案内をしている「学術研究振興資金」
は、私学事業団が広く一般から受け入れる寄付金を基金
として運用し、この運用益を私立大学等の優れた学術研
究に対して交付するものです。
　「学術研究振興資金」の原資に当たる「学術研究振興
基金」は、昭和50年に設立され、企業・団体や個人の篤
志家等からの寄付金により、平成24年７月末現在で53億
9,165万円となっています。
　私学における学術研究の発展や、若手研究者の奨励に
も寄与のできるこの「学術研究振興基金」への皆様から
のご寄付をぜひお願いします。
　※ 本基金への募金協力についての詳細は、私学事業団

ホームページ「募金協力へのお願い」に掲載してい
ますので、ご参照ください（助成業務▶寄付金▶募
金協力へのお願い）。

 助成部　寄付金課
 ☎03（3230）7316・7319
 Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

助成業務の貸付金にかかる償還のご案内
（平成24年９月分）

　助成業務の貸付金にかかる元金・利息の償還について
は、契約締結後に送付する「償還年次表」、及び先日送
付した「貸付金返済期日のご案内（払込通知書）」を参
照のうえ、払込指定期日までに本事業団指定口座に入金
してください。
　払込指定期日を過ぎますと、その翌日から支払日（本
事業団の口座に入金された日）までの期間について、遅
延損害金が発生しますので、ご注意ください。
　償還金の振り込みにあたっては、次の点に留意してく
ださい。
①  「貸付金返済期日のご案内（払込通知書）」を使用し、
「電信扱い」にしてください。
② インターネットバンキング等を利用する場合は、「払
込通知書」に記載の法人番号と法人名を通信欄にご記
入のうえ、振り込みを行ってください。
③ 償還金は、必ず「学校法人単位」で一括して振り込ん
でください（設置学校ごとに分割しての振り込みは、
ご遠慮ください）。
※ 特に９月は約定償還月にあたります。お忘れのないよ
うお願いします。
 融資部　融資課
 ☎03（3230）7869～7871
 Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

私立大学等経常費補助金の申請等に
ついては電子窓口をご確認ください

　私立大学等経常費補助金の調査票及び事務連絡等を
「電子窓口」に掲載していますので、定期的にご確認く
ださい。また、提出の際にも事務手続きの簡略化のため
「電子窓口」をご利用ください（一部、紙媒体での提出
の場合があります）。
　９月は、一般補助の「学校法人経営状況調査票」を掲
載予定です。
 助成部　補助金課
 ☎03（3230）7300～7311
 Ｅメール　hojokin@shigaku.go.jp

お　見　舞　い
　先の平成24年７月九州地方における局地的大雨
により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げ
ます。被災された学校法人等の一日も早い復旧を
お祈り申し上げますとともに、私学事業団といた
しましても全力で支援に努めてまいります。

◆共済審査会委員
（平成24年８月31日付）
退任　　川　村　仁　弘
退任　　町　田　信　夫

（平成24年９月１日付）
新任　　諸　星　裕　美
新任　　吉　野　英　治

再任　　飯　岡　利　通
再任　　大　竹　則　雄

再任　　木　内　秀　樹
再任　　佐々木　順　司
再任　　鈴　鹿　勇　二
再任　　三　友　　　宏
再任　　和　智　紀　朗

委 員 の 就 任 及 び 退 任 の お 知 ら せ

〒102 - 8145　千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）助成業務
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（「月報私学」はホームページにも掲載しています）I N FORMAT ION



融資事業のご案内融資事業のご案内

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内
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月報私学　9月号（VOL．177）平成24年9月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7810・7811（企画室）

（禁無断転載） 

私学共済ホームページから宿泊予約ができます。
http://www.shigakukyosai.jp/

問 い 合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jpご相談はお早目にどうぞ

平成24年度融資のご相談、お待ちしています！

校舎、園舎等の施設の建築
（改修も含みます）

校地、園地の購入

機器備品の購入

　私学事業団融資は、長期資金（据置期間
を含めて最大20年）・固定金利・元金均等
償還です。
　施設整備をご計画なら「安心で、安定感
のある」本事業団資金のご利用を検討され
てはいかがでしょうか。

　24年度融資のご希望については、現在受
付中です。

■融資金利表（平成24年９月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置２年）

10年以内
（据置年数含む）

６年以内
（据置年数含む）

【一般施設費】
　　 校(園)舎、体育館、講堂、遊

戯室等の建築事業等並びに校
(園)地の買収事業等

年％ 年％ 年％

1.4 0.8 0.6
【特別施設費】
　　 寄宿舎、国際交流会館、セミ

ナーハウス等の建築事業並び
に当該施設建築のための土地
買収事業等

1.5 0.9 ―

【教育環境整備費】
　　校教具、通園バス等の購入
　　 ※幼稚園、特別支援学校、専

修学校が対象
― ―

5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.5
【教育環境整備費】
　　 大型設備・情報技術整備等 ― 0.8 ―
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象となります。

秋 の 博 多 に 来 て ん し ゃ い ! !

〒810-0001　福岡市中央区天神4-8-15　☎092（713）1112（代）
（福岡空港・JR「博多」駅から地下鉄で「天神」駅下車、徒歩５分）
http://www.hotelgp-fukuoka.com

☆ご予約は２名様から承ります。
☆お部屋は２名１室ツイン・ダブルをお選びいただけます。
☆ご予約は３日前までとさせていただきます。

１泊２食　２名１室（１名様）　8,500円
夕食は、料理長自慢の「博多の味」を
レストラン「あざれあ」でご堪能ください。

加入者限定 「新・博多の味プラン」

写真提供：福岡県観光連盟  夕食（イメージ）

 ツインルーム（イメージ）

　ボランティアの観光ガイドが、ガイドブックで
は伝わらない福岡・博多の魅力をご案内いたしま
す（「博多情緒めぐり」所要時間：約２時間）。詳
しくは、フロントまでお問い合わせください。
※ ガイド1名につき、1,000円の観光ガイド料が
必要になります。
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